







































































































































これら各工程への労働力の配分を 1958年 3月に入社した新規学卒者 156名
を例に見てみよう。所属工程別人数は多い順に織布 50人（32.1％），巻糸 25




















































































































写真 1 公民学園の華道教室 写真 2 忘年会（1954年）
出典：写真 1～6はすべて大園アキ子氏蔵。
写真 3 公民学園のクリスマス会 写真 4 運動会（1）


























































































































































































































































































































表 1 小泉レクリェーションの会（KR 会）の傘下団体
体育部 文化部
創部年 名称 SR会 創部年 名称 SR会
1919 野球部 ● 1927 音楽部
1929 庭球（テニス）部（軟式） ● 1947 愛釣会










1955 剣道部 ● 1955 扇柳会（日本舞踊）
1960 バスケット部（バスケットボール） 1958 彩友会（絵画）






ソフトボール部 ● フォートクラブ（SR 会のみ） ●
注：表中の□は 1962年時点では活動していたが 1967年には確認できないもの，●は
滋賀工場の SR 会に所属するものを示す。

















ろう。たとえばお盆休みは 1950年代には 2日間しかなかった。これが 1961












































































⑷ 『いずみ』第 69号，1963年 12月。
⑸ 『いずみ』第 24号，1960年 3月。
⑹ 『いずみ』第 273号，1985年 3月。





⑻ 同図は，前稿（山口，2019）の図 4において 1959年のデータに誤りがあったた
め，それを修正したものである。
⑼ 以下の説明では『いずみ』第 16号，1959年 7月から同第 22号，1960年 1月に
かけての連載記事「職場とその製品」も参照した。なお，時期によって各工程の
名称が変更されることもあったようである。
⑽ 『いずみ家庭版』第 4号，1962年 7月。
⑾ 『小泉製麻株式会社社報』創刊号。1958年 4月。その他の部門別人数は配給 7
人，施設 5人，注油 4人，綛糸 4人，糊糸 4人，仕上 4人，撚糸 3人，立経 2人
であった。
⑿ 『小泉製麻株式会社社報』第 4号。1958年 7月。
⒀ 『いずみ』第 42号，1961年 9月。
⒁ 『いずみ』第 114号，1967年 9月。
⒂ 『いずみ』第 126号，1968年 9月，同第 137号，1969年 8月。








⒅ 『いずみ』第 26号，1960年 5月。
⒆ 『いずみ家庭版』第 1号，1961年 10月には，同社では「いわゆる小泉語」と呼
ばれる「標準語？」が使われていたと記されている（山口，2019, p.58も参照）。
しかし田之頭姉妹のいずれも「小泉語」という呼称は聞いたことがないという。
⒇ 『いずみ』第 179号，1973年 2月。同じ記事では，仕事における身体的な疲労感
についても触れられている。「自然に慣れますが，仕事をはじめて十日目ぐらい
が一番しんどかったわ。でも一ヵ月もたてば何ともなくなりました」。
21 『いずみ』第 86号，1965年 5月。






24 『いずみ』第 20号，1959年 11月。
25 『いずみ』第 60号，1963年 3月。
26 『いずみ』第 48号，1962年 3月。
27 『小泉製麻株式会社社報』第 3号，1958年 6月。
28 『いずみ』第 114号，1967年 9月。
29 『いずみ』第 48号，1962年 3月。
30 『いずみ』第 146号，1970年 5月。
31 『いずみ』第 146号，1970年 5月。
32 『いずみ』第 124号，1968年 7月。氏名については姓のみ残した。
33 『いずみ』第 124号，1968年 7月。
34 『いずみ』第 48号，1962年 3月。
35 『いずみ』第 42号，1961年 9月。
36 『いずみ』第 48号，1962年 3月。
37 『小泉製麻株式会社社報』第 9号，1958年 12月。
38 『いずみ家庭版』第 2号，1962年 1月。
39 『いずみ』第 114号，1967年 9月。
40 『いずみ』第 174号，1972年 9月。
41 『いずみ』第 186号，1973年 9月。
42 『いずみ』第 188号，1973年 11月。
43 『いずみ』第 188号，1973年 11月。
44 『いずみ家庭版』第 4号，1962年 7月。
45 『いずみ』第 124号，1968年 7月，同第 184号，1973年 7月。
７４ 大手企業と集団就職
46 『いずみ』第 39号，1961年 6月，同第 101号，1966 年 8 月，同第 198 号，
1974年 9月。
47 『いずみ』第 198号，1974年 9月。
48 『いずみ』第 39号，1961年 6月。
49 『いずみ家庭版』第 1号，1961年 10月。
50 『いずみ』第 42号，1961年 9月。
51 管見では，少なくとも 1972年までは旅行会に関する言及を見出せる。『いずみ』
第 177号，1972年 12月。
52 『いずみ』第 134号，1969年 5月。1973年の社内報では「三の宮旅行センター
の方」による相談とある（同第 179号，1973年 2月）。
53 『いずみ』第 174号，1972年 9月。
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